










乳幼児突然死症候群(SIDS)は通常の剖検によっても死因が明らかでないことが多い。SIDS

例を剖検した病理学者、法医学者はその症例からいくつかの形態学的変化を列挙したとし

ても、どのような病態生理学的な経過で死に至ったかを考慮しなければならない。さらに

突然死の場合は臨床的データに乏しいことか死因探求を困難にさせている。症例によって

は剖検所見に乏しく、死亡前後の状況から死因を挙げざるを得ない例まである。 

今回、病理班としては、(1)昭和 56 年度の東京都監察医務院における SIDS 剖検例の検討、

(2)心刺戟伝導系に関する脂質生化学的研究、(3)SIDS の病理学的研究を中心に研究を始め

たので、その経過を報告する。 


